平成３０年度　山科区地域保健推進協議会　摘録

１　日　時　　平成３０年１０月３１日（水）午後２時～３時４０分

２　場　所　　山科区役所　第４会議室

３　出　席　　１４名（欠席　２名），事務局

４　内　容　
冒頭，当協議会の名称変更等について事務局から説明。
（１）部会長及び副部会長の選任

　　　部会長に山科医師会の戎井委員，副部会長に山科歯科医師会の杉江委員を選任。

（２）議事

ア　議題１　京都市保健所運営協議会委員の全体改選に係る部会代表委員の選出につい　　　　　　　
　　　　　　て
　　　　部会代表委員に市民公募委員の入江委員を選出。
イ  議題２　平成２９年度地域保健活動実績報告について
資料に基づき事務局から説明。
ウ  議題３　平成３０年度地域における健康づくり事業について
資料に基づき事務局から説明。
＜質問・意見＞
・（清水委員）
資料の「平成２７年度主要死因・死亡数割合」を見てみると，山科区においては全市，そしておそらく全国と比較しても「慢性閉塞性肺疾患」の割合が高い。今年，山科区内の中学校で生徒が薬物を使用したという問題が発生したが，喫煙はそういった薬物使用への入り口につながる危険性があると言われており，そういった意味でも山科区においては喫煙対策に特に力を入れるべきだと思う。
→（戎井委員）
　　確かに，山科区は喫煙率が高いというデータがあり，関連性があると思われる。子どもへの教育という意味も含めて，今後の対策は必要だと思われる。
→（村西委員）
　　例えば10年喫煙していた人が10年禁煙すると肺は綺麗になるもの？
→（戎井委員）
　　人によるが，禁煙することによってある程度リカバリーできると考えられている。禁煙して悪い方向に傾くことはないので，若い人だけでなく中高年以上にも禁煙指導していく必要はあると感じている。
・（清水委員）
中学生の薬物使用の件について，あまりにも情報が少ない。

→（入江委員）
先日，警察にもう少し（先述の事件の）情報を開示してほしいと伝えたが，未成年であることもあり名前は出せないとのこと。せめて少年補導委員会や地域の代表の人間くらいには何らかの情報を与えてもらわないと，薬物使用を未然に防ぐことは難しいのではないか。また，例えば性教育にしても，学校で行われてはいるものの内容が不十分と思われる。そういったことも含めて，やはり子どもが小さいうちから「防止」ができる教育を行っていただきたいと思う。
→（河﨑委員）
　薬剤師会においても，薬物の危険性を教えるスライドなどは作成しているが，それを小さな子どもたちに教えることが果たして良いことなのかどうか，判断に迷うところであり，先生方の判断でやっていただいている。
→（古屋委員）
　　例えば企業でもそうだが，何か物事が起こった際，事後対策ばかりする。それではいけない。原因を追究しなければならない。
→（戎井委員）
　　学校と我々のような分野ではだいぶ文化が異なるので，どのようにアプローチしていくのか，というところを考えていかなければならないと思う。
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